
令和5年

11月 定例記者会見

11月15日(水) 10:00

松尾市長より

■ 中山間地域でのスマート農業実証実験開始

■ シティプロモーションへの取り組み

■ 親子で遊ぼう！ダンボールワークショップ
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中山間地域でのスマート農業実証実験開始
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目的
中山間地域（作業性低・重労働）の担い手不足解消

・デジタル技術等活用→農作業の省力化・軽労化

・作業受託体制の確立→地域内の農業・農用地維持の仕組み構築

実験内容
・ドローンによる果樹への農薬散布

・ラジコン草刈り機による斜面の草刈り

効果 産地の維持、省力化・生産性向上につながる

課題

・ドローンによる防除のマニュアルや体制構築確立（作業困難→全国的に実証例少）

・通信環境の整備（中山間地域は電波事情が悪い）

・オペレーターの拡大（作業受託組織の立ち上げのため）



中山間地域でのスマート農業実証実験開始

ドローンによる果樹への農薬散布

• 場所：市内みかん園

• 面積：約10a/回

• 散布時間：20～30分（薬液補充15分）

• 薬液補充→飛行→バッテリー交換 を繰り返し

ラジコン草刈り機による斜面の草刈り

• 複数メーカーの機械を使い実施
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▲薬液補充

飛行(散布)▶
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シティプロモーションへの取り組み

雑誌『ＭＯＲＥ』(集英社刊)×鹿島市 ～20代女性向けに、鹿島市の魅力を再発見・深掘りします～

内容
・鹿島市の観光地を深掘り、観光地の新たな魅力を発見

・ターゲット…『MORE』の読者層であり発信力を有している若い女性

テーマ

今したいチルな旅。豊かな食と、心癒される時間
※『チル』…まったりする、くつろぐ

スローな旅を推奨する鹿島市

→ 伝統的なまちなみが残る『肥前浜宿』

→ 日本一の干満差を誇る『有明海』 に注目

今後

11月30日 『MORE』公式Web『MORE JAPAN』内でタイアップ記事公開

記事公開後

・魅力の訴求度調査→地域の魅力と訴求方法をレポート（MORE編集部）

・レポート受取→情報発信や魅力発見に活かす（鹿島市）

5



『MORE JAPAN』ページイメージ

6🄫『MORE』/集英社 撮影/齋藤晴香 ※記事内容は変更の可能性があります



シティプロモーションへの取り組み

ＤＭＭスクラッチ×鹿島市 ～【自治体コラボ第1弾！】鹿島市の特産品が当たります～

内容

・ネット上でくじを購入→当せんした賞品が後日郵送で届く

・はずれなしのオンラインくじ

・ランダムな当せんで様々な賞品が届く

特産品

A賞 佐賀牛 or 芳寿豚

B賞 佐賀県産米（真空パック加工）

C賞 ご飯のおともやおつまみにピッタリな特産品

D賞 おやつや小腹がすいたときに重宝するお菓子やスープ

E賞 鹿島産柑橘の爽やかな香りが楽しめる芳香剤

※特産品は、ふるさと納税の返礼品としても提供中

※正式な賞品情報解禁は11月21日（火）予定

発売日 11月30日（木）
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親子で遊ぼう！ダンボールワークショップ

8

▼主催

第1部：鹿島・太良広域連携SDGs推進協議会

第2部：佐賀県

▼問合せ

鹿島市人権・同和対策課 ☎0954-63-2126

と き 12月23日(土)10:00～12:00（受付 9:45～）

ところ 市民交流プラザ かたらい 4F 多目的室

内 容

第１部 ダンボールワークショップ
家庭にあるダンボールを活用。大人も子どもも楽しめる！

第２部 佐賀県版両親学級
パパの育休取得や育休中の過ごし方など

『父親であることを楽しむ』ヒントを学べる

対 象

子育て中（予定）のパパ・ママと

そのお子さん（小学校就学前）

※鹿島市、太良町または近隣市町にお住まいの方

定 員 20組（先着順）

参加費 無料

申 込 12月14日(木)まで ※申込フォームは準備中


